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１ はじめに 

 大学入試研究委員会では、県内の高校生に対して、昭和

63年度入試から共通一次試験、平成 2年度入試からは大学

入試センター試験に関するアンケートを毎年実施している。

このアンケートの結果を分析し、数学の指導方法について

研究を続けてきた。今回も昨年度に続き意識調査のアンケ

ートを「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」の科目別に行

った。 

今年度の大学入試センター試験は、志願者が 573,344人

（昨年度 555,537人）で、昨年度と比べて 17,807人増加し

た。受験率は 94.75％（昨年度 94.74％）とほぼ昨年度なみ

であった。 

 受験者数は、「数学Ⅰ・数学Ａ」が 398,447 人（昨年度

384,818人）、「数学Ⅱ・数学Ｂ」が359,486人（昨年度349,438

人）と昨年と比べ増加した。平均点は「数学Ⅰ・数学Ａ」

が 51.20点（昨年度 69.97点）、「数学Ⅱ・数学Ｂ」が 55.64

点（昨年度 51.16点）であった。（数字は大学入試センター

発表） 

 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」ともに大問構成、

配点ともに昨年度と比べ変化はなかった。 

「数学Ⅰ・数学Ａ」は、計算量は昨年並みであるが、目

新しい問題や思考力を要する問題が多く、昨年度より平均

点が 18点低くなり、全体として難化した。 

「数学Ⅱ・数学Ｂ」は計算量がやや少なく、昨年度より

平均点が 4点増加し、やや易化した。 

 

２ アンケートの概要 

 大学入試研究委員会では、例年、愛媛県内各高校の協力

を得て、現役高校生の実態を調査している。 

アンケートはセンター試験の各設問別に正答、誤答、無

答を記入する問題編と、受験生がセンター試験を受験して

の意識を問うアンケート編の 2部構成となっている。今回

のアンケートは県内 1940 名の受験生の協力を得ることが

できた。また、アンケートはセンター試験直後に実施して

いただいた。 

 なお、表中の愛媛県平均点は、アンケートによる結果で

あり、全県下の受験生の平均点ではない。 

表１ 平均点比較 

 愛 媛 全 国 

数学ⅠＡ 49.6 (71.0) 51.20 (69.97) 

数学ⅡＢ 52.4 (48.8) 55.64 (51.16) 

（  ）は、前年度の平均点を表す。 

全国平均は大学入試センター発表 

 表２ 全国平均点、愛媛県平均点の推移 

数学Ⅰ・Ａ 愛 媛 全 国 差 

H16 72.4 70.2 2.2 

H17 71.7 69.4 2.3 

H18 68.6 62.4 6.2 

H19 59.5 54.1 5.4 

H20 71.6 66.3 5.3 

H21 68.0 64.0 4.0 

H22 49.4 49.0 0.4 

H23 70.6 66.0 4.6 

H24 71.0 70.0 1.0 

H25 49.6 51.2 -1.6 

 

数学Ⅱ・Ｂ 愛 媛 全 国 差 

H16 43.8 45.7 -1.9 

H17 51.5 52.5 -1.0 

H18 60.3 57.7 2.6 

H19 49.5 48.9 0.6 

H20 51.9 51.0 0.9 

H21 49.3 50.9 -1.6 

H22 55.2 57.1 -1.9 

H23 53.0 52.5 0.5 

H24 48.8 51.2 -2.4 

H25 52.4 55.6 -3.2 

 

 表１は本アンケートによる本県の平均点と大学入試セン

ターが発表している平均点の比較である。 

結果は、表２のとおりであるが、「数学Ⅰ・数学Ａ」、「数

学Ⅱ・数学Ｂ」ともに全国平均を下回っている。表２にあ

るように、特に「数学Ⅰ・数学Ａ」が全国平均を下回った

のは過去１０年間で初めてのことである。「数学Ⅱ・数学Ｂ」

においても、全国平均との差は過去１０年間で最大である。

このように、本年度のセンター試験の結果は過去にないほ

どの厳しい結果となった。 

 

 

３ センター試験の全体的傾向 

 (1) 数学Ⅰ・数学Ａ 

 大問構成・出題形式・配点等は昨年度と同様である。第

1 問【1】における命題の問題では図形を素材とした問題、

第 2問の 2次関数では、条件から 2次関数を立式する問題、

第 3問では、幾何の性質を取り扱う問題などの例年と傾向



の異なる問題が出題され、計算量は多くないが、その分、

思考力を問われる問題によって多くの受験生が戸惑ったの

ではないかと考えられる。その結果、第２問、第３問の平

均点は昨年度と比較して、それぞれ－6.1点、－13.0点と

いう大変厳しい結果となった。第 4問は昨年と同様で計算

量も少なく、誘導もよく、解きやすかった。 

第２問、第３問に共通するのは図形絡みということであ

る。 

 

 表３ 大問別平均点および得点率 

問題番号 

（配点） 
平均点 得点率 

第１問（20） 

方程式と不等式・ 

集合と論理 

14.3 

（14.0） 

71.5％ 

（70.0％） 

第２問（25） 

２次関数 

 

10.9 

（17.0） 

43.6％ 

（68.0％） 

第３問（30） 

図形と計量 

平面図形 

7.2 

（20.2） 

24.0％ 

（67.4％） 

第４問（25） 

場合の数 

確率 

17.2 

（19.9） 

68.8％ 

（79.4％） 

（ ）は、前年度を表す。 

 

 問題ごとの分析を行う。 

 第１問「方程式と不等式・集合と論理」 

 ［１］分母に無理数を含む分数の計算問題である。誘導

が丁寧で計算量も少ないので、容易に解くことができる。

アンケート結果からも、  ｵ までの正答率が 85％を上回っ

ており、どの受験生にとっても取り組みやすい問題であっ

た。しかし、 ｶｷ の正答率が 60%以下であることは少し残

念なことでもある。与えられた条件からすると、奇抜な発

想を必要とするわけでもないので、解けなくてはいけない

問題である。 

 ［２］三角形に関する 3つの条件とその否定を用いた命

題の問題である。(1)や(2)を活用して(3)に取り組むことが

できれば正解へのポイントである。命題の対偶やド・モル

ガンの法則についての確認が必要であった。 ｹ 、 ｺ  の

正答率は 50%を下回り、苦戦したようである。全体的にそ

うであるように、図形に対する知識・感覚が不十分である

ように感じられる。問題量、計算量ともに標準的であった。 

 

 第２問「2次関数」 

 座標平面上の 2直線上を動く 2点によってできる直角三

角形の面積の和を題材とした問題である。(1)では、条件か

ら受験者自ら 2次関数を立式する設問であり、目新しく、

受験生は戸惑ったかもしれない。実際、 ｲｳｴｵｶ の正答率

は 63.7%と低く、その後の設問に大きく影響を与えた結果

となり、全体的な正答率も昨年を大きく下回る結果となっ

てしまった。 

(1)の後半は最大・最小の問題では、定義域が幅一定で、

両端に文字を含む場合の頻出パターンであった。(2)は 2

次関数の平行移動に関する問題で、例年通りの出題傾向で

あった。放物線が原点を通ることや、2 次の係数に注意し

て放物線を表すことができたかがポイントとなった。 

 問題量・計算量ともに多くはなかったが、前半の立式で

つまずき、やや難化したと感じた者が多かったかもしれな

い。 

 

 第３問「図形と計量」 

 直角三角形の外接円、内接円、２辺に接する円の位置関

係に関する問題である。平面幾何の内容が多く含まれるよ

うな設問となった。前半の ODを求める ｳｴｵｶ でつまずき、

大きく得点を落とす結果となった。図形の対称性などを見

抜く力が必要とされ、幾何的な問題が苦手な受験生にとっ

ては苦戦した問題であった。本県の結果としても平均点が

7.2 点と、ここで大きな差がいた。 ﾁﾂ 以後の、数値を求

める設問の正答率はすべて 10%を下回り、 ﾆ 、 ﾎ のよう

な選択肢から選ぶ設問のみ 25%、39%の正答率であり、まさ

に、平面幾何に関する力不足を痛感する結果である。 

与えられた図形を自ら描き、それぞれの条件に基づいて

その図形の特徴を把握し、考えていくような練習を日ごろ

からしておかなければいけない。 

 問題量・計算量ともに昨年並みであったが、幾何的な思

考力が昨年よりも多く問われる設問が増え、難化した。 

 

 第４問「場合の数・確率」 

 1 から 4 までの数字を、重複を許して並べてできる 4 桁

の自然数についての問題である。教科書や各種問題集等で

もよく扱われるような設定であり、解きやすかった。誘導

も丁寧で、得点を与えるルールも分かりやすかった。期待

値の計算は残りの事象の確率を、余事象を使って求めるな

ど、全体を通して取り組みやすかった。 

 問題量・計算量ともに昨年と同様であった。 

 

 (2) 数学Ⅱ・数学Ｂ 

 大問構成・出題形式・配点等は昨年度と同様であるが、

昨年度と比較すると全体的に問題量は減少し、難易度もや

や易化した。例年、第１問で「三角関数」が出題されてい

たが、今年は「図形と方程式」が出題された。全体的には、

標準的な問題量であり、昨年度よりも難易度はやや易化し

た。第３問～第６問の選択問題の選択組合せとしては、例

年通りであるが、数列・ベクトルの選択が 90.4％と圧倒的

に多かった。 

 

 

 



 表４ 選択問題をいつ選んだか 

選択した問題の

みを解いた 

選択した問題以外も解いてみて、自信

のある問題を解答した 

97.3％ 2.6％ 

 表５ 大問別平均点および得点率 

問題番号 

（配点） 

平均点 

（点） 

得点率 

（％） 

第１問（30） 

いろいろな関数 

 

16.9 

（13.8） 

56.3 

（46.0） 

第２問（30） 

微分法・積分法 

 

16.5 

（17.5） 

55.0 

（58.2） 

第３問（20） 

数列 

 

10.8 

（10.5） 

54.0 

（52.6） 

第４問（20） 

ベクトル 

 

8.3 

（7.2） 

 

41.5 

（35.8） 

第５問（20） 

統計 

 

8.6 

（7.3） 

43.0 

（36.3） 

第６問（20） 

数値計算と 

コンピュータ 

2.4 

（6.0） 

12.0 

（30.0） 

 

 

表６ 選択問題の組合せパターン 

組合せパターン 割合 

第３問と第４問 

（数列＋ベクトル） 
90.4％ 

第３問と第５問 

（数列＋統計） 
2.2％ 

第３問と第６問 

（数列＋数値計算とコンピュータ） 
0.4％ 

第４問と第５問 

（ベクトル＋統計） 
5.7％ 

第４問と第６問 

（ベクトル＋数値計算とコンピュータ） 
0.4％ 

第５問と第６問 

（統計＋数値計算とコンピュータ） 
1.0％ 

 

 

 第１問「いろいろな関数」 

 ［１］内分点、外分点、垂直二等分線を利用して３点を

通る円の方程式を求め、円と x軸の交点についての問題で

ある。「図形と方程式」の内容であった。(1)では、内分点

の公式活用と、外分点の公式活用で約 8％の差があったこ

とに驚いた。そのことによって、(2)の法線の方程式の正答

率の低さに影響が出たと考えられる。例年の出題分野とは

異なり、戸惑った受験生もいたと思うが、基本的な公式や

性質を理解していれば十分対応できる設問であった。 

 ［２］指数関数を含む連立方程式に関する問題である。

指数法則等を利用し、誘導にのって丁寧に計算を進めてい

けば、解き進めることができる。 

問題量、計算量ともに昨年よりも少なかった。 

 

 第２問「微分法・積分法」 

 ３次関数の極値、接線、法線、放物線と直線で囲まれた

部分の面積についての問題である。微分法・積分法につい

て広範囲に渡る内容の出題であり基本的な計算力が問われ

た。前半と比べ、後半からの面積が絡む計算では、正答率

が 25％程度低い。この分野においての面積計算のほとんど

は、公式 ∫ (𝑥 − 𝛼)(𝑥 − 𝛽)𝑑𝑥
𝛽

𝛼
= −

1

6
(𝛽 − 𝛼)3の活用によっ

て計算をしなくてはならない。力技だけの計算ではなく、

効率よく計算を進めていく練習が必要である。 

全体的には標準的な難易度であり、問題量・計算量とも

にやや少なかった。 

 

 第３問「数列」 

 (1)は教科書通りの隣接 2項間の漸化式であり、解きやす

かったと思われるが、 ｳｴ の正答率がその前後と比べて低

いのは、指数の計算が曖昧な受験生がいたのではないかと

考えられる。そのため、その後の和の計算の ｷｸｹ も等比

数列の和の公式を用いるだけであるが、正答率が 33.4%と

低い。記述式ではあまり問われないような、マーク形式独

特の答え方に対する式変形の練習が必要である。 

(2)は４項間の漸化式から具体的に項を求め、一般項を推

測させ、それを数学的帰納法で証明させる設問であった。

目新しい形式ではあったが、結果はある程度見えているの

で、b や c の添え字に注意しながら誘導に従っていけば進

めていくことはできる。 

昨年度より、計算量は少なかったが、数学的帰納法の証

明によってつまずいた受験生も多く、やや難化した。 

 

 第４問「ベクトル」 

 例年の空間ベクトルの問題ではなく、平行四辺形を題材

とした平面ベクトルの問題であり、2006年度以来の出題で

ある。内分、内積、交点のベクトル、面積比の計算等、誘

導に従って十分解き進めることができる標準的な問題であ

る。 

(1)で垂直条件から tを表す ｶｷｸｹ に到達できれば、(2)

は丁寧な誘導であるので、容易な cosθの不等式であり、

解答できる。(3)の交点のベクトル𝑂𝐹⃗⃗⃗⃗  ⃗や面積比の計算は頻

出である。教科書レベルからの問題演習を十分積んでパタ

ーン慣れをしてほしい。正答率 10%以下というのは少し残

念である。 



 問題量、計算量ともに昨年よりもやや少なく、易化した。 

 

 第５問「統計とコンピュータ」 

 10人の生徒の国語、英語、数学の小テストの得点を題材

とした問題である。 

(1)～(3)は国語と英語の小テストの得点から、平均値、

分散、中央値、相関図、相関係数を求める教科書程度の基

本的な問題である。 

(4)では、国語と数学の小テストの得点から平均値を求

め、分散を与えられた方法に従って求める問題。用語の意

味を正しく理解し、誘導に従って解き進めることが求めら

れた。データの個数も多くなく、計算しやすい設定であり、

取り組みやすかった。 

 

 第６問「数値計算とコンピュータ」 

 10進法を 3進法に変換するプログラムの問題である。上

の位の数から出力するプログラムと下の位から出力するプ

ログラムを出題しており、目新しい。また、プログラムの

中で対数関数を使用している点も目新しい。説明の文章が

多少長いものの、プログラム自体の内容は理解しやすい。 

昨年度同程度の難易度で取り組みやすかった。 

 

 

４ 研究のまとめと今後の課題 

  今年度の出題傾向とアンケート結果から次のことが考

えられる。 

 (1) 図形に対する実践力の強化 

   今年度のセンター試験では、図形が絡む設問として

は、数学Ⅰ・Aの第１問〔２〕、第２問、第３問、数学

Ⅱ・Bの第１問〔１〕、第４問である。そして、そのど

の設問においても、本県受験生の正答率は極めて低い

ということがアンケート結果からも分かる。それらは、

知識だけを問う問題ではなく、考え方を見る問題であ

ると受験生自身も感じている。図形の問題に対しては、

なるべく正確で見やすい図をかくことが重要であり、

我々は生徒に必ず図をかくよう指導する。しかし、た

だ図をかけという指導だけではなく、どのように図を

かくのかを生徒に考えさせ、その図から何を読み取る

かを生徒とともに考え、見せることも必要ではないだ

ろうか。 

 

 (2) 基本的計算力の強化 

   各大問においての複雑な計算（例えば、数学Ⅱ・B

の第２問の面積計算、第４問の内積の計算等）になる

と、正答率が大幅に低くなるという結果が出ている。

ある程度の方向性は定まっていても計算ミスにより失

点している受験生が多い。計算力は急に身に付くもの

ではなく、日々の練習によってのみ培われていくもの

である。計算力は大学受験に関わらず身に付けさせた

い力である。高校３年生になってからというわけでは

なく、低学年次からの継続的な指導が必要不可欠であ

る。 

 

 (3) 新課程入試への対応 

   平成 27年度入試から新課程対応入試となる。焦点は、

数学Ⅰの「データの分析」、数学Ａの「整数の性質」の

取り扱いではないだろうか。先日、大学入試センター

による発表もあったが、現段階では、第１問の中で中

問のような扱いで出題されるのではないかと考えられ

る。問題形式としては、数学Ⅱ・B の第５問のような

ものだろうと思われる。基本的な用語の意味や計算を

中心に確認しておくことが必要である。また、数学 A

の３分野からは２分野履修対応での選択問題となるの

で、各校の実施の実状に合わせて対策を立ててほしい。 

   最後に、冒頭でも記したように、今年度のアンケー

トによると、今年度の愛媛県全体の結果は、大変厳し

いものとなった。この現状を我々が真摯に受け止め、

今後の教科指導に取り組んでいかなければならない。 

 

 

平成 25年度大学入試センター試験 アンケート集計結果 

数学Ⅰ・Ａ 

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比べ 

 人数 ％ 

やさしかった 13 0.7 

同じ程度だった 107 5.5 

むずかしかった 1820 93.8 

２ この程度の問題ならば 

 人数 ％ 

教科書中心の授業で十分 115 5.9 

受験準備が必要 1800 92.8 

３ 出題数は 

 人数 ％ 

少なすぎる 13 0.7 

ちょうどよい 1085 55.9 

多すぎる 842 43.4 

４ 出題分量に対して、時間は 

 人数 ％ 

少なすぎる 1255 64.7 

ちょうどよい 554 28.6 

多すぎる 131 6.8 

５ 問題の傾向についてみると 

 人数 ％ 

知識を問う傾向 142 7.3 

考え方を見る傾向 1284 66.2 

知識と考え方のバランスがと

れている 
514 26.5 

 



６ 解答形式（マークセンス方式）について、その練習は 

 人数 ％ 

しなくてもよい 297 15.3 

少しはしたほうがよい 1167 60.2 

大いにしなければならない 476 24.5 

 

自己採点結果 

第１問 正答 誤答 無答 

ｱ 97.7％ 1.8％ 0.5％ 

ｲｳ 88.2％ 10.7％ 1.1％ 

ｴｵ 88.6％ 10.1％ 1.3％ 

ｶｷ 57.6％ 36.0％ 6.4％ 

ｸ 87.6％ 10.4％ 2.0％ 

ｹ 64.9％ 31.5％ 3.6％ 

ｺ 47.3％ 48.6％ 4.2％ 

ｻ 45.6％ 49.4％ 5.1％ 

 

第２問 正答 誤答 無答 

ｱ 91.6％ 7.3％ 1.0％ 

ｲｳｴｵｶ 63.7％ 29.2％ 7.1％ 

ｷｸ 62.2％ 29.8％ 8.0％ 

ｹｺｻｼ 54.8％ 32.8％ 12.4％ 

ｽｾｿﾀ 50.8％ 31.3％ 17.8％ 

ﾁﾂﾃ 28.9％ 41.9％ 29.2％ 

ﾄﾅ 6.1％ 55.5％ 38.4％ 

ﾆﾇﾈ 3.4％ 52.5％ 44.1％ 

ﾉﾊﾋﾌ 3.0％ 49.9％ 47.1％ 

 

第３問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 86.1％ 10.7％ 3.2％ 

ｳｴｵｶ 27.5％ 47.7％ 24.8％ 

ｷｸ 25.5％ 50.3％ 24.2％ 

ｹｺｻ 16.5％ 50.8％ 32.7％ 

ｼｽｾｿﾀ 13.4％ 44.7％ 41.9％ 

ﾁﾂ 9.4％ 53.0％ 37.6％ 

ﾃﾄﾅ 8.4％ 46.4％ 45.2％ 

ﾆ 25.7％ 51.6％ 22.7％ 

ﾇﾈﾉﾊ 3.1％ 47.1％ 49.8％ 

ﾋﾌﾍ 4.8％ 45.7％ 49.5％ 

ﾎ 39.4％ 36.8％ 23.8％ 

第４問 正答 誤答 無答 

ｱｲｳ 94.4％ 4.6％ 1.0％ 

ｴｵ 96.2％ 3.0％ 0.8％ 

ｶ 95.5％ 3.4％ 1.1％ 

ｷ 90.6％ 7.6％ 1.8％ 

ｸｹ 81.3％ 15.8％ 2.8％ 

ｺｻｼ 89.0％ 8.1％ 2.8％ 

ｽｾｿ 69.3％ 24.4％ 6.3％ 

ﾀﾁﾂ 37.0％ 51.6％ 11.4％ 

ﾃﾄﾅ 30.7％ 53.0％ 16.3％ 

ﾆﾇ 29.8％ 47.6％ 22.6％ 

 

 

数学Ⅱ・Ｂ 

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比べ 

 人数 ％ 

やさしかった 161 8.3 

同じ程度だった 721 37.2 

むずかしかった 1058 54.5 

２ この程度の問題ならば 

 人数 ％ 

教科書中心の授業で十分 532 27.4 

受験準備が必要 1389 71.6 

 

３ 出題数は 

 人数 ％ 

少なすぎる 17 0.9 

ちょうどよい 969 49.9 

多すぎる 954 49.2 

４ 出題分量に対して、時間は 

 人数 ％ 

少なすぎる 1151 59.3 

ちょうどよい 644 33.2 

多すぎる 145 7.5 

５ 問題の傾向についてみると 

 人数 ％ 

知識を問う傾向 343 17.7 

考え方を見る傾向 711 36.6 

知識と考え方のバランスがと

れている 
886 45.7 

６ 解答形式（マークセンス方式）について、その練習は 

 人数 ％ 

しなくてもよい 298 15.4 

少しはしたほうがよい 1166 60.1 

大いにしなければならない 476 24.5 

７ どの問題を選択しましたか 

 人数 ％ 

第３問と第４問 1754 90.4 

第３問と第５問 42 2.2 

第３問と第６問 7 0.4 

第４問と第５問 111 5.7 

第４問と第６問 7 0.4 

第５問と第６問 19 1.0 

 



８ 選択問題について 

 人数 ％ 

選択した問題のみを解いて 

マークした 
1895 97.7 

選択した問題以外も解いて、自

信のある解答をマークした 
41 2.1 

 

自己採点結果 

第１問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 88.8％ 9.7％ 1.5％ 

ｳｴｵ 80.9％ 15.8％ 3.3％ 

ｶｷｸ 70.4％ 24.8％ 39.1％ 

ｹ 53.5％ 39.1％ 7.4％ 

ｺｻ 50.1％ 37.0％ 12.9％ 

ｼｽ 47.9％ 37.9％ 14.2％ 

ｾ 29.5％ 56.4％ 14.1％ 

ｿ 79.0％ 16.5％ 4.5％ 

ﾀﾁﾂ 50.6％ 34.3％ 15.1％ 

ﾃﾄﾅ 47.0％ 33.4％ 19.6％ 

ﾆ 75.5％ 9.4％ 15.1％ 

ﾇﾈ 60.4％ 21.6％ 18.0％ 

ﾉ 42.3％ 37.3％ 20.5％ 

ﾊ 51.6％ 28.4％ 20.0％ 

 

第２問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 87.1％ 11.3％ 1.6％ 

ｳｴ 84.6％ 13.6％ 1.8％ 

ｵ 87.6％ 10.7％ 1.7％ 

ｶｷ 86.1％ 11.8％ 2.1％ 

ｸｹｺ 54.9％ 34.3％ 10.8％ 

ｻｼｽ 59.1％ 28.7％ 12.2％ 

ｾｿ 58.3％ 28.6％ 13.1％ 

ﾀﾁﾂﾃ 32.0％ 43.6％ 24.4％ 

ﾄﾅ 32.4％ 42.4％ 25.3％ 

ﾆﾇ 12.5％ 50.2％ 37.4％ 

ﾈﾉ 12.7％ 49.6％ 37.7％ 

 

第３問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 78.4％ 18.8％ 2.9％ 

ｳｴ 68.0％ 23.7％ 8.3％ 

ｵｶ 70.4％ 21.6％ 8.0％ 

ｷｸｹ 33.4％ 49.1％ 17.4％ 

ｺｻ 64.0％ 20.9％ 15.1％ 

ｼ 83.1％ 10.4％ 6.5％ 

ｽｾ 77.8％ 14.8％ 7.4％ 

ｿ 88.3％ 7.3％ 4.5％ 

ﾀﾁ 20.6％ 50.2％ 29.2％ 

ﾂﾃ 24.2％ 45.2％ 30.6％ 

ﾄﾅﾆ 16.2％ 48.6％ 35.2％ 

ﾇ 50.3％ 26.0％ 23.7％ 

 

第４問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 80.1％ 17.1％ 2.8％ 

ｳｴ 87.8％ 10.2％ 2.0％ 

ｵ 86.7％ 10.6％ 2.7％ 

ｶｷｸｹ 55.9％ 32.7％ 11.4％ 

ｺ 49.6％ 34.7％ 15.8％ 

ｻｼ 42.4％ 39.8％ 17.7％ 

ｽｾ 56.5％ 24.4％ 19.1％ 

ｿﾀﾁﾂ 8.3％ 55.9％ 35.7％ 

ﾃ 28.9％ 40.1％ 31.0％ 

ﾄﾅﾆﾇ 12.7％ 43.1％ 44.3％ 

ﾈﾉﾊ 5.8％ 46.5％ 47.6％ 

 

第５問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 97.3％ 2.7％ 0.0％ 

ｳｴｵ 58.1％ 37.8％ 4.1％ 

ｶｷ 80.4％ 17.6％ 2.0％ 

ｸｹ 86.5％ 9.5％ 4.1％ 

ｺ 75.7％ 20.3％ 4.1％ 

ｻｼ 77.7％ 16.9％ 5.4％ 

ｽ 83.8％ 12.2％ 4.1％ 

ｾｿﾀﾁ 2.7％ 64.2％ 33.1％ 

ﾂﾃﾄ 23.6％ 42.6％ 33.8％ 

ﾅﾆﾇﾈﾉ 0.7％ 52.7％ 46.6％ 

ﾊ 26.4％ 39.9％ 33.8％ 

ﾋﾌﾍ 0.0％ 52.7％ 47.3％ 

 

第６問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 15.4％ 73.1％ 11.5％ 

ｳ 0.0％ 80.8％ 19.2％ 

ｴ 3.8％ 76.9％ 19.2％ 

ｵ 3.8％ 80.8％ 15.4％ 

ｶｷｸｹ 11.5％ 73.1％ 15.4％ 

ｺ 0.0％ 80.8％ 19.2％ 

ｻ 15.4％ 65.4％ 19.2％ 

ｼ 30.8％ 61.5％ 7.7％ 

ｽｾ 3.8％ 73.1％ 23.1％ 

ｿ 34.6％ 46.2％ 19.2％ 

 

 

 

 

 



センター試験 【数学Ⅰ・数学 A、数学Ⅱ・数学 B】 

平成２５年１月２０日実施 各６０分 各１００点 
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【数学Ⅱ・数学Ｂ】 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 



 

 


